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「ふくべ細工」とは、成熟した夕顔（ふくべ）の果肉を取り除き、外皮を乾燥させたものを材料としてつくら

れます。 ふくべの形を活かして、墨入れや花器、小物入れなどに加工されるほか、表面に色鮮やかに絵付け

された人形や伝説の百目鬼（どうめき）をもとにした魔除けの面などが土産品として有名です。 

※羽生さん自身の体験をもとに感じた「言語の壁」についてのスピーチ、後半部分をご紹介します。 

～「言語」は、人と人の間に大きなかべを作ってしまいます。言語が違うからと言って差別するのは

どうなのでしょう。それでみんな幸せになれるのでしょうか。私はまだ子どもですが知っています。

言語が違っても、みんな「幸せ」という一つの目標に向けて一緒にがんばる人達なのです。みんなが

それを自覚するには、やはり、国境、言語、人種などによって差別しないことが求められます。だか

ら私は、日本人でも外国人でも、相手の言葉がわからなくても身振り手振りで、困っている人を見た

ら声をかけて助けようと思います。最後にもう一度言います。言語が違っても一生懸命伝えようとす

ることが大事であり、みんなが幸せになれる道なのです。 


